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第一部 【企業情報】 

第１ 【企業の概況】 

連結経営指標等 

  

 
(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記載して

いません。 

２ 売上高には、消費税等は含まれていません。 

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため、記載していません。 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第111期

第３四半期連結
累計期間

第112期
第３四半期連結

累計期間

第111期
第３四半期連結

会計期間

第112期 
第３四半期連結 

会計期間
第111期

会計期間

自  平成21年
    10月１日 
至  平成22年 
    ６月30日

自  平成22年
    10月１日 
至  平成23年 
    ６月30日

自 平成22年
    ４月１日 
至  平成22年 
    ６月30日

自  平成23年 
    ４月１日 
至  平成23年 
    ６月30日

自  平成21年
    10月１日 
至  平成22年 
    ９月30日

売上高 (百万円) 32,677 32,325 8,380 9,987 40,391 

経常利益 (百万円) 3,069 3,632 405 1,039 2,954 

四半期(当期)純利益 (百万円) 1,782 2,281 234 697 1,608 

純資産額 (百万円) ― ― 32,108 33,671 31,963 

総資産額 (百万円) ― ― 54,116 54,742 47,367 

１株当たり純資産額 (円) ― ― 477.30 500.62 475.20 

１株当たり四半期 
(当期)純利益 

(円) 26.61 34.06 3.50 10.41 24.01 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期 
(当期)純利益 

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 59.09 61.24 67.21 

営業活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) △3,315 △3,108 ― ― 4,276 

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) △102 △660 ― ― △324

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) 5,046 2,917 ― ― △636

現金及び現金同等物の 
四半期末(期末)残高 

(百万円) ― ― 4,543 5,363 6,214 

従業員数 (名) ― ― 715 713 712 
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当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。 

また、主要な関係会社に異動はありません。 

  

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

  

(1) 連結会社の状況 

 
(注) １ 従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除いた就業人員です。 

２ 従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員です。 

  

(2) 提出会社の状況 

 
(注) １ 従業員数は、当社から他社への出向者を除いた就業人員です。 

２ 従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員です。 

２ 【事業の内容】

３ 【関係会社の状況】

４ 【従業員の状況】

 平成23年６月30日現在

従業員数(名) 713 
(197)

 平成23年６月30日現在

従業員数(名) 419 
(50)
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第２ 【事業の状況】 

(1) 生産実績 

当第３四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりです。 

 
(注) １ 金額は、製品製造原価によっています。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれていません。 

  
(2) 商品仕入実績 

当第３四半期連結会計期間における商品仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりです。 

 
(注) １ 金額は、仕入価格によっています。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれていません。 

  
(3) 受注実績 

当第３四半期連結会計期間における受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりです。 

 
(注)  上記の金額には、消費税等は含まれていません。 

  
(4) 販売実績 

当第３四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりです。 

 
(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しています。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれていません。 

  

１ 【生産、受注及び販売の状況】

セグメントの名称 生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

農薬 5,159 ―

農薬以外の化学品 110 ―

その他 55 ―

合計 5,325 ―

セグメントの名称 仕入高(百万円) 前年同四半期比(％)

農薬 1,190 ―

農薬以外の化学品 141 ―

その他 9 ―

合計 1,341 ―

セグメントの名称 受注高(百万円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(百万円)

前年同四半期比
(％)

農薬 ― ― ― ―

農薬以外の化学品 ― ― ― ―

その他 57 ― 127 ―

合計 57 ― 127 ―

セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

農薬 8,661 ―

農薬以外の化学品 895 ―

その他 429 ―

合計 9,987 ―
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当第３四半期連結会計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。 

なお、重要事象等は存在しておりません。  

  

当第３四半期連結会計期間において、新たに締結し、または重要な変更もしくは解約がなされた経営上

の重要な契約等はありません。 

  

(1) 経営成績の分析 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、海外経済の回復と政府の景気刺激策の効果もあ

り、企業収益の改善や設備投資の増加など持ち直しの動きがみられました。しかしながら、長期にわた

る円高、原油価格や原材料価格の高騰の影響により、雇用・所得環境は依然として厳しい状況が続いて

おります。さらに、本年３月11日に発生した東日本大震災による企業の生産活動の低下や電力供給不足

の懸念などから、景気回復の見通しは一層不透明さを増しております。 

このような状況下、当社グループは自社開発品目の拡販と海外事業の拡大に努めました。当第３四半

期連結累計期間の売上高は海外向け「フェニックス原体」販売の減少などから323億25百万円（前年同

期比３億52百万円減、同1.1％減）となりました。一方、利益面ではノウハウ技術料の増加や販売費及

び一般管理費の減少などにより、営業利益は37億９百万円（前年同期比４億89百万円増、同15.2％

増）、経常利益は36億32百万円（前年同期比５億62百万円増、同18.3％増）となり、四半期純利益は投

資有価証券評価損の減少もあり22億81百万円（前年同期比４億98百万円増、同28.0％増）となりまし

た。  

  
報告セグメントの概況は以下のとおりです。 

  
農薬事業 

国内農薬販売では、今期より販売を開始した自社開発品目の園芸用殺虫剤「コルト」の普及に努める

とともに、園芸用殺虫剤「フェニックス」などの主力品目の拡販を目指しました。また、東日本大震災

直後の生産遅延や物流混乱が正常化するとともに、当用期に向けた荷動きが活発となり、水稲用除草剤

の不振などがありましたが、国内販売全体の売上高は前年同期を上回りました。 

海外農薬販売では、アジア、米州で販売が好調に推移しました。品目別では、水稲用殺虫剤「アプロ

ード」がインドで害虫が多発生傾向にあり売上高が伸長しました。また、米国ニチノーアメリカでは、

綿花の栽培面積が増加したことから棉落葉剤「ＥＴ」の売上高が拡大しました。しかしながら、「フェ

ニックス原体」の販売が前年同期を下回ったことや為替が大幅な円高基調で推移したことなどから海外

販売全体の売上高は前年同期を下回りました。 

これらの結果、農薬事業の売上高は287億44百万円となり、営業利益は29億31百万円となりました。 

  

２ 【事業等のリスク】

３ 【経営上の重要な契約等】

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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農薬以外の化学品事業 

化学品事業では、シロアリ薬剤の販売が伸び悩み、有機中間体の売上高も前年同期を下回りました。

一方、医薬品事業では、医療用外用抗真菌剤の出荷が順調に推移し売上高が拡大しました。 

これらの結果、農薬以外の化学品事業の売上高は22億41百万円となり、営業利益は８億85百万円とな

りました。 

なお、第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第

17号 平成21年３月27日）を適用し、報告セグメントの区分の変更を行ったため、前年同期との比較は

記載しておりません。 

  

(2) 財政状態の分析 

当第３四半期連結会計期間末の資産及び負債並びに純資産につきまして、前連結会計年度に比べて資

産は73億74百万円増加し547億42百万円、負債は56億67百万円増加し210億71百万円、純資産は17億７百

万円増加し336億71百万円となりました。 

  

(3) キャッシュ・フローの状況の分析 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計

年度末に比べ８億50百万円減少し、当第３四半期連結会計期間末は53億63百万円となりました。 

  
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動による資金の減少は、31億８百万円となりました。これは、税金等調整前四半期純利益36億

５百万円、仕入債務の増加額16億98百万円等の資金増加を、売上債権の増加額75億８百万円、たな卸資

産の増加額10億46百万円等の資金減少が上回ったことが要因であります。  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動による資金の減少は、６億60百万円となりました。これは有形固定資産の取得による支出６

億39百万円が主な要因です。  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動による資金の増加は29億17百万円となりました。これは、短期借入れによる収入51億39百万

円の資金増加が、短期借入金返済による支出11億70百万円、長期借入金の返済による支出４億円、配当

金の支払額６億２百万円等の資金減少を上回ったことが主な要因です。  

  

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。 

  

(5) 研究開発活動 

当第３四半期連結会計期間における当社グループ全体の研究開発費の総額は、８億27百万円であり、

主に農薬事業です。 
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第３ 【設備の状況】 

(1) 主要な設備の状況 

当第３四半期連結会計期間において、重要な異動はありません。 

  

(2) 設備の新設、除却等の計画 

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新

設、除却等について、重要な変更はありません。 

また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はあり

ません。 
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第４ 【提出会社の状況】 

(1) 【株式の総数等】 

① 【株式の総数】 

  

 
  

② 【発行済株式】 

  

 
  

(2) 【新株予約権等の状況】 

該当事項はありません。 

  

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】 

該当事項はありません。 

  

(4) 【ライツプランの内容】 

該当事項はありません。 

  

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】 

  

 
  

(6) 【大株主の状況】 

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しており

ません。 

  

１ 【株式等の状況】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 199,529,000 

計 199,529,000 

種類
第３四半期会計期間 
末現在発行数(株) 
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株) 

(平成23年８月５日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 70,026,782 70,026,782 
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は1,000株です。

計 70,026,782 70,026,782 ― ―

年月日
発行済株式 
総数増減数 

(株)

発行済株式
総数残高 
(株)

資本金増減額
  

(百万円)

資本金残高
  

(百万円)

資本準備金 
増減額 
(百万円)

資本準備金
残高 

(百万円)

平成23年６月30日 ― 70,026,782 ― 10,939 ― 8,235 
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(7) 【議決権の状況】 

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成23年３月31日)に基づく株主名簿による記

載をしております。 

① 【発行済株式】 

 
(注) １ 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式3,000株(３個)が含まれてい 

ます。 

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式988株が含まれています。 

  

② 【自己株式等】 

 
  

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

  

 
(注) 最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものです。 

  

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の移動はありませ

ん。 

  平成23年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 

3,050,000 
― ―

完全議決権株式(その他) 
普通株式 

65,741,000 
65,741 ―

単元未満株式 
普通株式 

1,235,782 
― ―

発行済株式総数 70,026,782 ― ―

総株主の議決権 ― 65,741 ―

 平成23年３月31日現在

所有者の氏名 
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数 

(株)

他人名義
所有株式数 

(株)

所有株式数 
の合計 
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数 
の割合(％)

(自己保有株式)  

日本農薬株式会社 
東京都中央区日本橋
１－２－５ 3,050,000 ― 3,050,000 4.35 

計 ― 3,050,000 ― 3,050,000 4.35 

２ 【株価の推移】

月別
平成22年 
10月

11月 12月
平成23年
１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月

最高(円) 504 477 446 493 486 455 390 372 370 

最低(円) 453 394 401 427 443 276 347 346 344 

３ 【役員の状況】
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第５ 【経理の状況】 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。 

なお、前第３四半期連結会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年10月１日から平成22年６月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、

当第３四半期連結会計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年10月１日から平成23年６月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。 

  

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成22年４月

１日から平成22年６月30日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年10月１日から平成22年６月30日

まで)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30

日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年10月１日から平成23年６月30日まで)に係る四半期連結

財務諸表について、協和監査法人により四半期レビューを受けております。 

  

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

２．監査証明について
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１【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,143 7,513

受取手形及び売掛金 19,425 11,949

商品及び製品 5,702 4,549

仕掛品 336 447

原材料及び貯蔵品 1,465 1,467

その他 2,005 2,066

貸倒引当金 △4 △4

流動資産合計 36,074 27,988

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） ※  4,855 ※  5,034

機械装置及び運搬具（純額） ※  1,864 ※  1,970

土地 5,600 5,463

その他（純額） ※  769 ※  718

有形固定資産合計 13,090 13,187

無形固定資産 908 920

投資その他の資産   

投資有価証券 2,765 2,826

その他 1,928 2,465

貸倒引当金 △23 △20

投資その他の資産合計 4,670 5,270

固定資産合計 18,668 19,378

資産合計 54,742 47,367

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,593 3,924

短期借入金 4,970 1,009

未払法人税等 945 351

賞与引当金 267 579

その他 3,624 3,259

流動負債合計 15,401 9,125

固定負債   

長期借入金 1,100 1,500

退職給付引当金 2,254 2,417

その他 2,315 2,360

固定負債合計 5,670 6,278

負債合計 21,071 15,403
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年９月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 10,939 10,939

資本剰余金 13,235 13,235

利益剰余金 10,682 9,003

自己株式 △1,606 △1,596

株主資本合計 33,251 31,582

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 457 431

為替換算調整勘定 △182 △179

評価・換算差額等合計 275 252

少数株主持分 144 129

純資産合計 33,671 31,963

負債純資産合計 54,742 47,367
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成23年６月30日) 

売上高 32,677 32,325

売上原価 20,600 19,920

売上総利益 12,077 12,405

販売費及び一般管理費 ※１  8,857 ※１  8,695

営業利益 3,220 3,709

営業外収益   

受取利息 7 2

受取配当金 69 70

不動産賃貸料 42 42

持分法による投資利益 31 43

その他 50 49

営業外収益合計 201 208

営業外費用   

支払利息 65 43

たな卸資産廃棄損 154 151

その他 132 91

営業外費用合計 352 285

経常利益 3,069 3,632

特別利益   

固定資産売却益 0 －

投資有価証券売却益 － 66

貸倒引当金戻入額 0 0

特別利益合計 0 67

特別損失   

固定資産処分損 20 37

投資有価証券評価損 203 36

その他 18 19

特別損失合計 242 94

税金等調整前四半期純利益 2,827 3,605

法人税等 ※２  1,033 ※２  1,305

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,299

少数株主利益 11 17

四半期純利益 1,782 2,281

― 13 ―



【第３四半期連結会計期間】 

(単位：百万円)

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

売上高 8,380 9,987

売上原価 5,197 6,111

売上総利益 3,183 3,875

販売費及び一般管理費 ※１  2,812 ※１  2,847

営業利益 370 1,028

営業外収益   

受取利息 5 0

受取配当金 34 34

不動産賃貸料 14 14

持分法による投資利益 11 12

その他 19 31

営業外収益合計 86 93

営業外費用   

支払利息 29 17

たな卸資産廃棄損 20 58

その他 2 6

営業外費用合計 51 82

経常利益 405 1,039

特別利益   

固定資産売却益 0 －

投資有価証券売却益 － 66

貸倒引当金戻入額 0 －

特別利益合計 0 66

特別損失   

固定資産処分損 4 12

投資有価証券評価損 20 1

震災関連費用 － 12

特別損失合計 25 26

税金等調整前四半期純利益 380 1,079

法人税等 ※２  141 ※２  373

少数株主損益調整前四半期純利益 － 706

少数株主利益 4 9

四半期純利益 234 697
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成23年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,827 3,605

減価償却費 918 981

退職給付引当金の増減額（△は減少） △177 △162

賞与引当金の増減額（△は減少） △324 △312

受取利息及び受取配当金 △77 △73

支払利息 65 43

投資有価証券評価損益（△は益） 203 36

売上債権の増減額（△は増加） △7,634 △7,508

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,326 △1,046

仕入債務の増減額（△は減少） 179 1,698

その他 487 345

小計 △2,205 △2,393

利息及び配当金の受取額 77 83

利息の支払額 △41 △31

法人税等の支払額 △1,145 △766

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,315 △3,108

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △328 △639

無形固定資産の取得による支出 △144 △202

定期預金の払戻による収入 426 59

投資有価証券の売却による収入 － 159

その他 △56 △37

投資活動によるキャッシュ・フロー △102 △660

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 6,610 5,139

短期借入金の返済による支出 △1,504 △1,170

長期借入れによる収入 1,000 －

長期借入金の返済による支出 △425 △400

リース債務の返済による支出 △11 △31

自己株式の取得による支出 △12 △9

配当金の支払額 △603 △602

少数株主への配当金の支払額 △8 △8

財務活動によるキャッシュ・フロー 5,046 2,917

現金及び現金同等物に係る換算差額 1 2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,630 △850

現金及び現金同等物の期首残高 2,913 6,214

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  4,543 ※  5,363
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【継続企業の前提に関する事項】 

該当事項はありません。 

  

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

  

 
  
【表示方法の変更】 

  

 
  

 
  

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年10月１日  至  平成23年６月30日)

会計処理基準に関する事項の変更 

１ 「持分法に関する会計基準」および「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

第１四半期連結会計期間から、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表

分）および「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10

日）を適用しています。 

なお、この変更に伴う損益に与える影響はありません。 

２ 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間から、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しています。 

なお、この変更に伴う損益に与える影響はありません。 

３ 「企業結合に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間から、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「『研究開発費等に係る会計

基準』の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計

基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表

分）および「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平

成20年12月26日）を適用しています。 

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日 至 平成23年６月30日)

(四半期連結損益計算書関係) 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の

適用により、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示していま

す。 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

前第３四半期連結累計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めていた

「投資有価証券の売却による収入」は重要性が増加したため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記するこ

ととしています。なお、前第３四半期連結累計期間の「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に

含まれる「投資有価証券の売却による収入」は７百万円であります。 

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

(四半期連結損益計算書関係) 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の

適用により、当第３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示していま

す。 

― 16 ―



  
【簡便な会計処理】 

  

 
  

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】 

  

 
  

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日 至 平成23年６月30日)

１ 棚卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末実地棚卸高

を基礎として合理的な方法により算出する方法によっています。 

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっています。 

２ 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している国内連結子会社については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定

する方法によっています。 

３ 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・

プランニングを利用する方法によっています。 

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日 至 平成23年６月30日)

 税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期

純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しています。 
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【注記事項】 

(四半期連結貸借対照表関係) 

  

 
  

(四半期連結損益計算書関係) 

第３四半期連結累計期間 

  

 
  

第３四半期連結会計期間 

  

 
  

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

  

 
  

当第３四半期連結会計期間末 
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末 
(平成22年９月30日)

※  有形固定資産減価償却累計額 24,957百万円
 

※  有形固定資産減価償却累計額 24,354百万円

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年10月１日 
  至 平成22年６月30日)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年10月１日 
  至 平成23年６月30日)

※１ 販売費及び一般管理費のうち、主要な費用及び金

額は次のとおりです。 

従業員給料 2,121百万円

賞与引当金繰入額 204 〃 

退職給付費用 203 〃 

減価償却費 493 〃 

※１ 販売費及び一般管理費のうち、主要な費用及び金

額は次のとおりです。 

従業員給料 2,109百万円

賞与引当金繰入額 205 〃 

退職給付費用 188 〃 

減価償却費 526 〃 

※２ 法人税、住民税及び事業税と法人税等調整額につ

いては、当該科目を一括して記載しています。 

※２         同左 

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年４月１日 
  至 平成22年６月30日)

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成23年４月１日 
  至 平成23年６月30日)

※１ 販売費及び一般管理費のうち、主要な費用及び金

額は次のとおりです。 

従業員給料 701百万円

賞与引当金繰入額 △242 〃 

退職給付費用 67 〃 

減価償却費 168 〃 

※１ 販売費及び一般管理費のうち、主要な費用及び金

額は次のとおりです。 

従業員給料 702百万円

賞与引当金繰入額 △235 〃 

退職給付費用 63 〃 

減価償却費 172 〃 

※２ 法人税、住民税及び事業税と法人税等調整額につ

いては、当該科目を一括して記載しています。 

※２         同左 

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年10月１日 
  至 平成22年６月30日)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年10月１日 
  至 平成23年６月30日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

現金及び預金 5,882百万円

預入期間が３ヶ月を 
超える定期預金 

△1,339 〃 

現金及び現金同等物 4,543 〃 

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

現金及び預金 7,143百万円

預入期間が３ヶ月を
超える定期預金 

△1,779 〃 

現金及び現金同等物 5,363 〃 
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(株主資本等関係) 

当第３四半期連結会計期間末(平成23年６月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自 平成22年10月１日

至 平成23年６月30日) 

  
１ 発行済株式の種類及び総数 

 
  
２ 自己株式の種類及び総数 

 
  
３ 配当に関する事項 

  配当金支払額 

 
  

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 70,026,782 

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 3,056,209 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年12月17日 
定時株主総会 

普通株式 301 4.50 平成22年９月30日 平成22年12月20日 利益剰余金

平成23年５月13日 
取締役会 

普通株式 301 4.50 平成23年３月31日 平成23年６月９日 利益剰余金
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(セグメント情報等) 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第３四半期連結会計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日) 

  

 
  

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年10月１日 至 平成22年６月30日) 

  

 
(注) １ 事業区分は製品の種類・事業の内容等により、「化学品事業」と「工事事業」「サービス事業」に区分して

います。 

化学品事業………農薬・医薬品・木材薬品・化成品ほか 

工事事業…………造園緑化工事ほか 

サービス事業……スポーツ施設経営、不動産の賃貸、物流サービス、農薬残留分析ほか 

  

【所在地別セグメント情報】 

前第３四半期連結会計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)並びに前第３四半期連結累

計期間(自 平成21年10月１日 至 平成22年６月30日) 

全セグメントの売上高の合計に占める「日本」の割合が、いずれも90％を超えるため、所在地別セ

グメント情報の記載を省略しています。 

  

 
化学品事業 
(百万円)

工事事業
(百万円)

サービス事業
(百万円)

計
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高    

 (1) 外部顧客に対する 
   売上高 7,972 128 279 8,380 ― 8,380 

 (2) セグメント間の 
   内部売上高又は振替高 3 2 216 222 (222) ―

計 7,975 131 495 8,602 (222) 8,380 

営業利益又は営業損失(△) 615 △46 76 645 (274) 370 

 
化学品事業 
(百万円)

工事事業
(百万円)

サービス事業
(百万円)

計
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高    

 (1) 外部顧客に対する 
   売上高 31,326 509 841 32,677 ― 32,677 

 (2) セグメント間の 
   内部売上高又は振替高 5 4 666 676 (676) ―

計 31,332 514 1,508 33,354 (676) 32,677 

営業利益又は営業損失(△) 3,667 △53 290 3,905 (685) 3,220 
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【海外売上高】 

前第３四半期連結会計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日) 

  

 
  

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年10月１日 至 平成22年６月30日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

(1) アジア………………韓国・インド・中国 

(2) 米州…………………米国・メキシコ 

(3) 欧州…………………ベルギー・ドイツ 

(4) その他の地域………エジプト・オーストラリア 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

 アジア 米州 欧州 その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(百万円) 1,655 432 395 229 2,712 

Ⅱ  連結売上高(百万円) ― ― ― ― 8,380 

Ⅲ  連結売上高に占める 
    海外売上高の割合(％) 19.8 5.2 4.7 2.7 32.4 

 アジア 米州 欧州 その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(百万円) 5,542 2,163 2,285 606 10,598 

Ⅱ  連結売上高(百万円) ― ― ― ― 32,677 

Ⅲ  連結売上高に占める 
    海外売上高の割合(％) 17.0 6.6 7.0 1.8 32.4 
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【セグメント情報】 

(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

 平成20年３月21日)を適用しております。 

  

１  報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、分離された財務情報が入手可能であり、当社の取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものです。 

当社グループは、製品・サービス別に区分した「農薬事業」「農薬以外の化学品事業」ごとに国内及び

海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しています。 

したがって、当社グループでは、「農薬事業」「農薬以外の化学品事業」の２つを報告セグメントとし

ています。 

「農薬事業」は、農薬を製造・販売し、「農薬以外の化学品事業」は、医薬品・木材薬品・化成品ほか

を製造・販売しています。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年10月１日  至  平成23年６月30日) 

 
 (注)１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、造園緑化工事、スポーツ施設経

営、不動産の賃貸、物流サービス、農薬残留分析ほかを含んでいます。 

２ セグメント利益の調整額△435百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△454百万円、未実

現利益の調整等19百万円が含まれています。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

す。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。 

  

   (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３農薬

農薬以外の
化学品

計

売上高     

  外部顧客への売上高 28,744 2,241 30,986 1,338 32,325 ― 32,325 

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高 3 ― 3 667 671 (671) ―

計 28,748 2,241 30,989 2,006 32,996 (671) 32,325 

セグメント利益 2,931 885 3,816 328 4,145 (435) 3,709 
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当第３四半期連結会計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日) 

 
 (注)１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、造園緑化工事、スポーツ施設経

営、不動産の賃貸、物流サービス、農薬残留分析ほかを含んでいます。 

２ セグメント利益の調整額△199百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△153百万円、未実

現利益の調整等△46百万円が含まれています。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

す。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。 

  

(金融商品関係) 

当第３四半期連結会計期間末(平成23年６月30日) 

以下の金融商品が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年

度の末日に比べて著しい変動が認められます。 

 
(注) 金融商品時価の算定方法 

(1) 現金及び預金、並びに(2) 受取手形及び売掛金 

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっています。 

(3) 支払手形及び買掛金、並びに(4) 短期借入金 

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっています。 

  
(有価証券関係) 

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。 

  

(賃貸等不動産関係) 

賃貸等不動産の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著

しい変動がありません。 

  

   (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３農薬

農薬以外の
化学品

計

売上高     

  外部顧客への売上高 8,661 895 9,557 429 9,987 ― 9,987 

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高 2 ― 2 223 225 (225) ―

計 8,664 895 9,560 652 10,212 (225) 9,987 

セグメント利益 710 400 1,111 117 1,228 (199) 1,028 

科目
四半期連結貸借対照表

計上額(百万円)
時価(百万円) 差額(百万円)

(1) 現金及び預金 7,143 7,143 ―

(2) 受取手形及び売掛金 19,425 19,425 ―

(3) 支払手形及び買掛金 5,593 5,593 ―

(4) 短期借入金 4,970 4,970 ―
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(１株当たり情報) 

１  １株当たり純資産額 

  

 
  
２．１株当たり四半期純利益金額等 

第３四半期連結累計期間 

  

 
  

第３四半期連結会計期間 

  

 
  

(重要な後発事象) 

該当事項はありません。 

  

(平成23年６月30日) 
当第３四半期連結会計期間末 前連結会計年度末 

(平成22年９月30日)

１株当たり純資産額 500円62銭
 

１株当たり純資産額 475円20銭

算定上の基礎 

四半期連結貸借対照表の 
純資産の部の合計額 

33,671百万円

普通株式に係る純資産額 33,526百万円

差額の内訳 

少数株主持分 144百万円

普通株式の発行済株式数 70,026,782株

普通株式の自己株式数 3,056,209株

１株当たり純資産の算定に用い
られた普通株式の数 

66,970,573株

算定上の基礎 

連結貸借対照表の
純資産の部の合計額 

31,963百万円

普通株式に係る純資産額 31,834百万円

差額の内訳 

少数株主持分 129百万円

普通株式の発行済株式数 70,026,782株

普通株式の自己株式数 3,033,929株

１株当たり純資産の算定に用い
られた普通株式の数 

66,992,853株

(自 平成21年10月１日 
至 平成22年６月30日) 

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日 
至 平成23年６月30日) 

当第３四半期連結累計期間

１株当たり四半期純利益 26円61銭
 

１株当たり四半期純利益 34円06銭

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式がないため、記載をしていません。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式がないため、記載をしていません。 

算定上の基礎 

四半期連結損益計算書上の 
四半期純利益 

1,782百万円

普通株式に係る四半期純利益 1,782百万円

普通株主に帰属しない金額 ―百万円

普通株式の期中平均株式数 67,008,695株

算定上の基礎 

四半期連結損益計算書上の 
四半期純利益 

2,281百万円

普通株式に係る四半期純利益 2,281百万円

普通株主に帰属しない金額 ―百万円

普通株式の期中平均株式数 66,979,124株

(自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日) 

前第３四半期連結会計期間
(自 平成23年４月１日 
至 平成23年６月30日) 

当第３四半期連結会計期間

１株当たり四半期純利益 ３円50銭
 

１株当たり四半期純利益 10円41銭

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式がないため、記載をしていません。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式がないため、記載をしていません。 

算定上の基礎 

四半期連結損益計算書上の 
四半期純利益 

234百万円

普通株式に係る四半期純利益 234百万円

普通株主に帰属しない金額 ―百万円

普通株式の期中平均株式数 67,000,568株

算定上の基礎 

四半期連結損益計算書上の 
四半期純利益 

697百万円

普通株式に係る四半期純利益 697百万円

普通株主に帰属しない金額 ―百万円

普通株式の期中平均株式数 66,972,701株
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中間配当 

平成23年５月13日開催の取締役会において、第112期の中間配当(会社法第454条第５項に定める剰余金

の配当)を次のとおり行うことを決議しました。 

 
  

２ 【その他】

① 中間配当額の総額 301百万円

② １株当たり配当額 ４円50銭

③ 支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成23年６月９日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。 
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平成22年８月３日

日本農薬株式会社 

取締役会  御中 

  
 

  
 

  
 

  
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日

本農薬株式会社の平成21年10月１日から平成22年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年10月１日から平成22

年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビ

ューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行

われた。 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本農薬株式会社及び連結子会社の平成22

年６月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の

経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。 

  
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  
以  上 

  

 
  

独立監査人の四半期レビュー報告書

協和監査法人 

代表社員 
業務執行社員

公認会計士  髙  山  昌  茂  ㊞ 

代表社員 
業務執行社員

公認会計士  小  澤  昌  志  ㊞ 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 

 





  
平成23年８月３日

日本農薬株式会社 

取締役会  御中 

  
 

  
 

  
 

  
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日

本農薬株式会社の平成22年10月１日から平成23年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年10月１日から平成23

年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビ

ューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行

われた。 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本農薬株式会社及び連結子会社の平成23

年６月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の

経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。 

  
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  
以  上 

  

 
  

独立監査人の四半期レビュー報告書

協和監査法人 

代表社員 
業務執行社員

公認会計士  髙  山  昌  茂  ㊞ 

代表社員 
業務執行社員

公認会計士  小  澤  昌  志  ㊞ 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 

 





 
  

【表紙】 

【提出書類】 確認書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成23年８月５日 

【会社名】 日本農薬株式会社 

【英訳名】 NIHON NOHYAKU CO., LTD. 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長  神 山 洋 一 

【最高財務責任者の役職氏名】 該当事項はありません。 

【本店の所在の場所】 東京都中央区日本橋一丁目２番５号 

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所 

  (東京都中央区日本橋兜町２番１号) 

 

 



当社代表取締役社長神山洋一は、当社の第112期第３四半期(自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30

日)の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたしまし

た。 

  

確認に当たり、特記すべき事項はありません。 

  

１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２ 【特記事項】
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